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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
 非常勤講師

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

古瀬祐気・教授
非常勤講師（感染管理認定看護師教育課
程）

神奈川県立保健福祉大学

古瀬祐気・教授 日本学術振興会 分担

課題設定による先導的人文学・社会科学研
究推進事業領域開拓プログラム
「感染症拡大の経済学・疫学分析と政策応
用」

研　究　題　目

古瀬祐気・教授 日本学術振興会 分担

科学研究費助成事業 国際共同研究加速基金
(国際共同研究強化(B))「フィリピンの一地
域における呼吸器ウイルスの分子進化過程
の解明」

古瀬祐気・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「インフ
ルエンザウイルスのゲノムに由来するsmall
RNAの生成メカニズムと機能」

古瀬祐気・教授 日本医療研究開発機構 分担

ワクチン開発のための世界トップレベル研
究開発拠点の形成事業「ワクチン開発のた
めの世界トップレベル研究開発拠点群長崎
シナジーキャンパス（出島特区）」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

古瀬 祐気・教授
新型コロナウイルスクラスター対策班
参与

厚生労働省

古瀬 祐気・教授 日本ウイルス学会　評議員 日本ウイルス学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

古瀬 祐気・教授
厚生労働省新型コロナウイルス感染症対
策アドバイザリーボード　参考人

厚生労働省
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